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群
馬
県
立
女
子
大
学

特
別
公
開
講
座
資
料

令
和
元
年
五
月
二
十
八
日

群
馬
県
立
女
子
大
学

『

万

葉

集

』

の

魅

力
～
「
令
和
」
に
ち
な
ん
で
～

北

川

和

秀

１
．
大
宰
府
と
は

①
九
州
に
置
か
れ
た
朝
廷
の
出
先
機
関
で
、
「
遠
の
朝
廷
」
と
呼
ば
れ
た
。

と
お

み

か

ど

②
博
多
湾
か
ら
南
東
に
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
入
っ
た
内
陸
に
位
置
し
、
す
ぐ
北
の
大
野
山
（
現

在
は
四
王
寺
山
）
に
は
大
野
城
が
築
か
れ
、
西
に
は
水
城
が
築
か
れ
て
い
た
。

③
大
宰
府
の
役
目
は
、
九
州
諸
国
の
行
政
の
統
括
、
外
交
、
国
防
。

④
長
官
は
大
宰
帥
と
い
い
、
官
位
相
当
は
従
三
位
。
奈
良
時
代
に
は
大
納
言
ま
た
は
中
納
言
の
兼
任

が
多
い
。
中
納
言
で
兼
任
し
た
場
合
は
現
地
に
赴
く
。
梅
花
の
宴
の
折
の
大
宰
帥
は
大
伴
旅
人
。

（
『
国
史
大
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
）
「
筑
前
国
」
の
付
図
か
ら
）

２
．
梅
花
の
歌
三
十
二
首
と
は

①
天
平
二
年
正
月
十
三
日
に
大
伴
旅
人
邸
で
催
さ
れ
た
梅
花
の
宴
で
よ
ま
れ
た
歌
。

②
参
加
者
は
大
宰
府
の
役
人
と
九
州
諸
国
の
役
人
、
合
計
三
十
二
名
で
、
一
人
一
首
ず
つ
の
歌
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。



- 2 -

③
参
加
者

１

大
弐
紀
卿

大
宰
府
の
次
官

２

小
弐
小
野
大
夫

大
宰
府
の
次
官

３

小
弐
粟
田
大
夫

大
宰
府
の
次
官

４

筑
前
守
山
上
大
夫

筑
前
国
の
長
官

５

豊
後
守
大
伴
大
夫

豊
後
国
の
長
官

６

筑
後
守
葛
井
大
夫

筑
後
国
の
長
官

７

笠
沙
弥
（
沙
弥
満
誓
）

造
観
世
音
寺
司
別
当

８

主
人
（
大
伴
旅
人
）

大
宰
府
の
長
官

９

大
監
伴
氏
百
代

大
宰
府
の
三
等
官

大
伴
百
代

小
監
阿
氏
奥
島

大
宰
府
の
三
等
官

阿
倍
息
島
か

10

小
監
土
氏
百
村

大
宰
府
の
三
等
官

土
師
百
村

11

大
典
史
氏
大
原

大
宰
府
の
四
等
官

12

小
典
山
氏
若
麻
呂

大
宰
府
の
四
等
官

山
口
若
麻
呂

13

大
判
事
丹
氏
麻
呂

大
宰
府
の
役
人
（
司
法
）

14

薬
師
張
氏
福
子

大
宰
府
の
役
人
（
医
師
）

張
福
子
（
渡
来
人
）

15

筑
前
介
佐
氏
子
首

筑
前
国
の
次
官

佐
伯
子
首
か

16

壱
岐
守
板
氏
安
麻
呂

壱
岐
国
の
長
官

板
持
安
麻
呂
か

17

神
司
荒
氏
稲
布

大
宰
府
の
役
人
（
神
事
官
）

18

大
令
史
野
氏
宿
奈
麻
呂

大
宰
府
の
役
人
（
書
記
官
）

小
野
宿
奈
麻
呂
か

19

小
令
史
田
氏
肥
人

大
宰
府
の
役
人
（
書
記
官
）

20

薬
師
高
氏
義
通

大
宰
府
の
役
人
（
医
師
）

21

陰
陽
師
礒
氏
法
麻
呂

大
宰
府
の
役
人
（
陰
陽
師
）

22

算
師
志
氏
大
道

大
宰
府
の
役
人
（
計
算
官
）

志
紀
大
道
か

23

大
隅
目
榎
氏
鉢
麻
呂

大
隅
国
の
四
等
官

24

筑
前
目
田
氏
真
上

筑
前
国
の
四
等
官

田
辺
真
上
か

25

壱
岐
目
村
氏
彼
方

壱
岐
国
の
四
等
官

26

対
馬
目
高
氏
老

対
馬
国
の
四
等
官

高
向
老
か

27

薩
麻
目
高
氏
海
人

薩
摩
国
の
四
等
官

28

土
師
氏
御
道

不
明

29

小
野
氏
国
堅

不
明

30

筑
前
掾
門
氏
石
足

筑
前
国
の
三
等
官

門
部
石
足

31

小
野
氏
淡
理

不
明

小
野
田
守
か

32
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３
．
大
宰
府
時
代
の
大
伴
旅
人

齢

西

暦

年

号

天

皇

執

政

事

項

年

七
二
七

神
亀

四

聖

武

長
屋
王

暮
の
頃
、
正
三
位
中
納
言
大
伴
旅
人
、
大
宰
帥
兼
任
。

63

七
二
八

五

64

四
月
初
め
頃
、
旅
人
の
妻
死
去

七
月
二
十
一
日
、
山
上
憶
良
の
日
本
挽
歌

七
二
九

天
平

元

二
月
十
二
日
、
長
屋
王
自
尽
。

65

藤
原
武

三
月
四
日
、
藤
原
武
智
麻
呂
、
大
納
言
任
官

智
麻
呂

六
月
二
十
日
、
背
に
「
天
王
貴
平
知
百
年
」
の
亀
献
上

八
月
五
日
改
元
。
八
月
十
日
、
光
明
子
立
后

七
三
〇

二

一
月
十
三
日
、
大
伴
旅
人
の
宅
で
梅
花
の
宴

66

十
二
月
、
大
伴
旅
人
、
大
納
言
に
任
官
、
帰
京

七
三
一

三

一
月
二
十
七
日
、
大
伴
旅
人
、
従
二
位
昇
進

67

七
月
二
十
五
日
、
大
伴
旅
人
没

４
．
梅
花
の
歌
の
序
文

○
本
文
、
訓
読
文
、
口
語
訳
は
別
紙
参
照
。

・
梅
花
の
宴
が
開
催
さ
れ
た
天
平
二
年
一
月
十
三
日
は
、
現
在
の
太
陽
暦
で
は
七
三
〇
年
二
月

八
日
。
立
春
は
こ
の
三
日
前
の
一
月
十
日
（
太
陽
暦
で
は
二
月
五
日
）

５
．
帰
田
賦
と
蘭
亭
序

①
帰
田
賦
…
…
後
漢
の
官
人
・
文
人
・
科
学
者
で
あ
る
張
衡
（
七
八
～
一
三
九
年
）
が
作
っ
た
賦
。

『
礼
記
』
や
『
詩
経
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
永
和
三
年
（
一
三
八
）
の
成

立
か
。
官
職
を
辞
し
、
田
舎
の
穏
や
か
な
自
然
の
中
で
暮
ら
し
、
書
を
読
み
、
文
筆

に
勤
し
も
う
と
い
う
内
容
。
六
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

②
蘭
亭
序
…
…
東
晋
の
時
代
、
永
和
九
年
（
三
五
三
）
三
月
三
日
に
、
王
羲
之
は
名
士
を
蘭
亭
（
浙

江
省
紹
興
市
の
南
西
に
あ
っ
た
亭
）
に
招
き
、
四
十
二
名
で
曲
水
の
宴
を
開
い
た
。

そ
の
時
に
作
ら
れ
た
詩
二
十
七
編
（
蘭
亭
集
）
の
序
文
と
し
て
王
羲
之
が
書
い
た
も

の
（
草
稿
）
。
書
の
名
品
と
し
て
知
ら
れ
る
。
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※
両
者
の
成
立
が
と
も
に
「
永
和
」
年
間
と
い
う
の
は
全
く
の
偶
然
。

③
蘭
亭
序
と
梅
花
宴
序
と
は
趣
旨
が
共
通
。

・
永
和
九
年
、
歳
在
癸
丑
。
暮
春
之
初
、
会
于
会
稽
山
陰
之
蘭
亭
。
脩
禊
事
也
。
（
蘭
亭
序
）

（
永
和
九
年
、
歳
は
癸
丑
に
在
り
。
暮
春
の
初
め
、
会
稽
山
陰
の
蘭
亭
に
会
す
。
禊
事
を
脩
む
る

と
し

き

ち
う

け
い

じ

を
さ

な
り
。
）

・
天
平
二
年
正
月
十
三
日
、
萃
于
帥
老
之
宅
、
申
宴
会
也
。
（
梅
花
宴
序
）

（
天
平
二
年
正
月
十
三
日
、
帥
の

老

の
宅
に
萃
ま
り
、
宴
会
を
申
ぶ
。
）

そ
ち

お
き
な

い
へ

あ
つ

う

た

げ

の

④
蘭
亭
序
と
梅
花
宴
序
と
に
は
字
句
の
似
た
部
分
も
あ
る
。

・
是
日
也
、
天
朗
気
清
、
恵
風
和
暢
。
（
是
の
日
、
天
朗
ら
か
に
気
清
く
、
恵
風
和

暢

せ
り
。
）

ほ
が

け
い

ふ
う

わ

ち
や
う

・
于
時
、
初
春
令
月
、
気
淑
風
和
。
（
時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぐ
。
）

よ

や
は

⑤
帰
田
賦
と
梅
花
宴
序
と
に
は
字
句
の
よ
く
似
た
部
分
が
あ
る
。

・
於
是
、
仲
春
令
月
、
時
和
気
清
。
（
こ
こ
に
、
仲
春
の
令
月
に
し
て
、
時
和
ら
ぎ
気
清
し
。
）

・
于
時
、
初
春
令
月
、
気
淑
風
和
。
（
時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぐ
。
）

よ

や
は

６
．
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
題
詞
と
序
文

①
歌
の
前
に
題
詞
の
付
い
て
い
る
作
品
は
多
い
。

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
歌
一
首

・
淡
海
の
海
夕
波
千
鳥
汝
が
鳴
け
ば

情

も
し
の
に

古

思
ほ
ゆ
（
三
・
二
六
六
）

あ

ふ

み

な

こ
こ
ろ

い
に
し
へ

天
皇
、

内

大

臣

藤
原
朝
臣
に

詔

し
て
、
春
山
の
万
花
の

艶

と
秋
山
の
千
葉
の

う
ち
の
お
ほ
ま
へ

つ
き
み

み
こ
と
の
り

ば
ん
く
わ

に
ほ
ひ

せ
ん
え
ふ

彩

と
を
競
憐
は
し
め
た
ま
ふ
時
、
額
田
王
、
歌
を
以
ち
て

判

る
歌

い
ろ
ど
り

き

ほ

こ
と
わ

・
冬
ご
も
り

春
さ
り
来
れ
ば

鳴
か
ざ
り
し

鳥
も
来
鳴
き
ぬ

咲
か
ざ
り
し

花
も
咲
け
れ

ど

山
を
茂
み

入
り
て
も
取
ら
ず

草
深
み

取
り
て
も
見
ず

秋
山
の

木
の
葉
を
見
て

こ

は

黄
葉
を
ば

取
り
て
そ
し
の
ふ

青
き
を
ば

置
き
て
そ
歎
く

そ
こ
し
恨
め
し

秋
山

も

み

ち

わ
れ
は
（
一
・
一
六
）

②
題
詞
と
歌
と
の
間
に
漢
文
の
序
の
あ
る
歌
も
あ
る
（
た
だ
し
、
序
文
の
あ
る
作
品
は
ほ
ぼ
巻
五
に

限
定
。
他
巻
で
は
大
伴
家
持
（
旅
人
の
子
息
）
や
大
伴
池
主
の
作
に
わ
ず
か
に
あ
る
程
度
）

子
等
を
思
ふ
歌
一
首

序
を

并

せ
た
り

あ
は

釈
迦
如
来
い
、
金
口
に
正
に
説
き
た
ま
は
く
、
等
し
く
衆
生
を
思
ふ
こ
と
、
羅

羅
の
如
し

こ
ん

く

ら

ご

ら

と
の
た
ま
へ
り
。
又
説
き
た
ま
は
く
、
愛
は
子
に
過
ぎ
た
り
と
い
ふ
こ
と
無
し
と
の
た
ま
へ

り
。
至
極
の
大
聖
す
ら
尚
し
子
を

愛

し
ぶ
る
心
あ
り
。
況
む
や
世
間
の
蒼

生
の
、
誰
か

う
つ
く

い
は

よ
の
な
か

あ
を
ひ
と
く
さ

は
子
を

愛

し
び
ず
あ
ら
め
や
。

う
つ
く

・
瓜
食
め
ば

子
ど
も
思
ほ
ゆ

栗
食
め
ば

ま
し
て
偲
は
ゆ

何
処
よ
り

来
り
し
も
の
そ

は

し
ぬ

い

づ

く

眼
交
に
も
と
な
懸
り
て

安
眠
し
寝
さ
ぬ
（
五
・
八
〇
二
）

ま
な
か
ひ

か
か

や
す

い

な

反
歌

・

銀

も

金

も
玉
も
何
せ
む
に
勝
れ
る
宝
子
に
及
か
め
や
も
（
八
〇
三
）

し
ろ
か
ね

く
が
ね

ま
さ

し
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７
．
『
万
葉
集
』
の
梅

①
『
万
葉
集
』
に
よ
ま
れ
た
植
物
ベ
ス
ト
テ
ン

は
ぎ
（
萩
）

一
四
一

1

う
め
（
梅
）

一
一
六

2

た
ち
ば
な
・
は
な
た
ち
ば
な
（
橘
・
花
橘
）
一
〇
七

3

す
げ
・
す
が
・
や
ま
す
げ
（
菅
・
山
菅
）

七
四

4

ま
つ
（
松
）

七
四

4

あ
し
（
葦
）

五
五

6

ち
・
あ
さ
ぢ
（
茅
・
浅
茅
）

五
〇

7

や
な
ぎ
・
あ
を
や
ぎ
（
柳
・
青
柳
）

四
九

8

ふ
ぢ
・
ふ
ぢ
な
み
（
藤
・
藤
波
）

四
四

9

さ
く
ら
（
桜
）

四
一

10
②
梅
は
第
二
位
を
占
め
、
万
葉
集
に
数
多
く
よ
ま
れ
た
植
物
で
あ
る

③
た
だ
し
、
植
え
ら
れ
て
い
る
場
所
は
、
大
宰
府
や
平
城
京
の
貴
族
の
庭
園
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る

④
東
歌
に
は
全
く
よ
ま
れ
て
い
な
い

⑤
時
代
的
に
は
奈
良
時
代
以
降

⑥
花
の
色
が
分
か
る
梅
は
白
梅
。
香
り
を
よ
ん
だ
歌
は
極
め
て
少
な
い

⑦
梅
は
中
国
か
ら
の
渡
来
植
物
で
、
ま
だ
広
く
普
及
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

８
．
元
号
「
令
和
」
に
つ
い
て
（
私
見
）

①
日
本
の
元
号
な
の
で
、
国
書
を
典
拠
に
し
た
の
は
良
い
こ
と
と
思
う
。
た
だ
、
今
後
、
国
書
に
限

定
す
る
必
要
は
な
く
、
漢
籍
・
国
書
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
良
い
も
の
を
選
べ
ば
良
い
。
古
代
日
本
の

元
号
に
は
文
献
の
典
拠
の
な
い
も
の
が
多
い
。

・
大
宝
、
慶
雲
、
和
銅
、
霊
亀
、
養
老
、
神
亀
、
天
平
、
天
平
感
宝
、
な
ど
な
ど
、
い
ず
れ
も
喜

ば
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
元
号
。

②
国
書
で
あ
る
万
葉
集
を
典
拠
に
し
た
と
は
い
え
、
当
時
の
国
内
で
最
も
国
際
的
な
場
所
で
あ
っ
た

大
宰
府
で
開
催
さ
れ
た
梅
花
の
宴
（
梅
は
渡
来
植
物
）
に
お
け
る
漢
文
の
序
を
典
拠
に
し
た
も
の

で
あ
り
、
梅
花
宴
序
に
は
漢
籍
の
影
響
が
大
き
い
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
令
和
」
は
、
内

向
き
の
元
号
で
は
な
く
、
外
国
と
の
国
際
交
流
、
文
化
交
流
を
も
象
徴
す
る
元
号
と
い
え
よ
う
。

③
三
十
二
人
の
人
々
が
集
ま
っ
て
歌
を
作
っ
た
。
そ
の
序
文
で
あ
る
こ
と
に
も
意
味
が
あ
る
。

④
典
拠
の
文
脈
は
「
初
春
令
月
、
気
淑
風
和
」
（
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぐ
）
で
あ

よ

や
は

り
、
「
令
和
」
は
「
よ
い
・
う
る
わ
し
い
」
と
「
や
わ
ら
ぐ
・
お
だ
や
か
」
と
を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
で
あ
り
、
好
ま
し
い
字
義
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
元
号
と
考
え
る
。

⑤
典
拠
の
文
脈
を
考
え
ず
に
、
「
令
和
」
の
み
を
見
る
と
「
令
レ

和
」
（
和
せ
し
む
）
と
も
読
め
る
が
、

そ
れ
も
「
仲
良
く
さ
せ
る
」
「
穏
や
か
に
さ
せ
る
」
の
意
で
、
悪
く
は
な
い
。
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９
．
「
令
」
の
書
体

楷
書
体

明
朝
体

教
科
書
体

＊
文
字
の
形
の
相
違
は
デ
ザ
イ
ン
の
相
違
な
の
で
、

文
字
と
し
て
は
ど
れ
も
正
し
い
。
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☆
魅
力
的
な
万
葉
歌

①
夏
の
野
の
繁
み
に
咲
け
る
姫
百
合
の
知
ら
え
ぬ
恋
は
苦
し
き
も
の
そ
（
八
・
一
五
〇
〇
）

大
伴
坂
上
郎
女

②
信
濃
な
る
筑
摩
の
川
の
細
石
も
君
し
踏
み
て
ば
玉
と
拾
は
む
（
一
四
・
三
四
〇
〇
）
信
濃
東
歌

ち
ぐ

ま

さ
ざ
れ
し

③
磯
城
島
の
日
本
の
国
に
人
二
人
あ
り
と
し
思
は
ば
何
か
嘆
か
む
（
一
三
・
三
二
四
九
）

し

き

や

ま

と

④
思
は
ぬ
に
到
ら
ば
妹
が
嬉
し
み
と
笑
ま
む
眉
引
き
思
ほ
ゆ
る
か
も
（
一
一
・
二
五
四
六
）

ゑ

ま
よ

び

⑤
恋
ひ
恋
ひ
て
逢
へ
る
時
だ
に

愛

し
き
言
尽
し
て
よ
長
く
と
思
は
ば
（
四
・
六
六
一
）

う
つ
く

こ
と

大
伴
坂
上
郎
女

⑥
君
が
目
を
見
ま
く
欲
り
し
て
こ
の
二
夜
千
歳
の
如
く
吾
は
恋
ふ
る
か
も
（
一
一
・
二
三
八
一
）

ほ

ふ
た

よ

ち

と
せ

柿
本
人
麻
呂
歌
集

⑦
梳
も
見
じ
屋
中
も
掃
か
じ
草
枕
旅
行
く
君
を
斎
ふ
と
思
ひ
て
（
一
九
・
四
二
六
三
）

く
し

や

ぬ

ち

は

い
は

⑧
君
が
行
く
海
辺
の
宿
に
霧
立
た
ば
吾
が
立
ち
嘆
く
息
と
知
り
ま
せ
（
一
五
・
三
五
八
〇
）

遣
新
羅
使
人
の
妻

⑨
草
枕
旅
行
く
君
を
人
目
多
み
袖
振
ら
ず
し
て
あ
ま
た
悔
し
も
（
一
二
・
三
一
八
四
）

⑩
蘆
垣
の
隈
処
に
立
ち
て
吾
妹
子
が
袖
も
し
ほ
ほ
に
泣
き
し
そ
思
は
ゆ
（
四
三
五
七
）
上
総
防
人

あ
し
か
き

く
ま

と

も

⑪
色
深
く
背
な
が

衣

は
染
め
ま
し
を
御
坂
た
ば
ら
ば
ま
清
か
に
見
む
（
四
四
二
四
）

ぶ
か

こ
ろ
も

さ
や

武
蔵
防
人
の
妻

⑫
君
が
行
く
道
の
な
が
て
を
繰
り
畳
ね
焼
き
ほ
ろ
ぼ
さ
む
天
の
火
も
が
も
（
一
五
・
三
七
二
四
）

た
た

あ
め

狭
野
弟
上
娘
子

⑬

福

の
い
か
な
る
人
か
黒
髪
の
白
く
な
る
ま
で
妹
が
声
を
聞
く
（
七
・
一
四
一
一
）

さ
き
は
ひ

⑭
我
が
背
子
を
何
処
行
か
め
と
さ
き
竹
の
背
向
に
寝
し
く
今
し
悔
し
も
（
七
・
一
四
一
二
）

い

づ

く

そ

が

ひ

⑮
つ
ぎ
ね
ふ

山
背
道
を

他
夫
の

馬
よ
り
行
く
に

己
夫
し

歩
よ
り
行
け
ば

見
る
ご
と
に

や
ま
し
ろ

ぢ

ひ
と
づ
ま

お
の
づ
ま

か
ち

哭
の
み
し
泣
か
ゆ

其
思
ふ
に

心
し
痛
し

た
ら
ち
ね
の

母
が
形
見
と

わ
が
持
て
る
真
澄

ね

そ
こ

ま

そ
み

鏡

に

蜻
蛉
領
巾

負
ひ
並
め
持
ち
て

馬
買
へ
わ
が
背
（
一
三
・
三
三
一
四
）

か
が
み

あ

き

づ

ひ

れ

お

な

⑯
真
澄

鏡

持
て
れ
ど
わ
れ
は

験

な
し
君
が
歩
行
よ
り
な
づ
み
行
く
見
れ
ば
（
三
三
一
六
）

ま

そ

か
が
み

し
る
し

か

ち

⑰
馬
買
は
ば
妹
歩
行
な
ら
む
よ
し
ゑ
や
し
石
は
履
む
と
も
吾
は
二
人
行
か
む
（
三
三
一
七
）

か

ち

ふ

⑱
唐

衣
裾
に
取
り
つ
き
泣
く
子
ら
を
置
き
て
そ
来
ぬ
や
母
な
し
に
し
て
（
四
四
〇
一
）
信
濃
防
人

か
ら
こ
ろ
む

き

お
も

⑲
旅
人
の
宿
り
せ
む
野
に
霜
降
ら
ば
わ
が
子
羽
ぐ
く
め
天
の
鶴
群
（
九
・
一
七
九
一
）
遣
唐
使
の
母

は

あ
め

た
づ

む
ら

⑳
天
の
海
に
雲
の
波
立
ち
月
の
舟
星
の
林
に
漕
ぎ
隠
る
見
ゆ
（
七
・
一
〇
六
八
）
柿
本
人
麻
呂
歌
集

あ
め
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【
本
文
】

【
訓
読
文
】

【
口
語
訳
】

梅
花
謌
卅
二
首

并
序

梅
花
の
歌
三
十
二
首

序
を
并
せ
た
り

梅
花
の
歌
三
十
二
首

序
文
を
加
え
た

天
平
二
年
正
月
十
三
日

天
平
二
年
正
月
十
三
日
、

天
平
二
年
正
月
十
三
日
、

萃
于
帥
老
之
宅

申
宴
会
也

帥
の

老

の
宅
に
萃
ま
り
、
宴
会
を
申
ぶ
。

大
宰
帥
の
老
の
屋
敷
に
集
ま
っ
て
、
宴
会
を
開
く
。

そ
ち

お
き
な

い
へ

あ
つ

う

た

げ

の

そ
ち

于
時

初
春
令
月

気
淑
風
和

時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぐ
。

折
し
も
、
初
春
の
良
い
月
で
、
大
気
は
澄
ん
で
風
は
穏
や
か
だ
。

よ

や
は

梅
披
鏡
前
之
粉

梅
は
鏡
前
の
粉
を
披
き
、

梅
は
、
鏡
台
の
お
し
ろ
い
の
よ
う
に
白
く
咲
き
、

ふ
ん

ひ
ら

蘭
薫
珮
後
之
香

蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
ら
す
。

蘭
は
、
玉
佩
を
着
け
た
人
と
す
れ
違
っ
た
と
き
の
よ
う
に
香
る
。

は
い

ご

か
う

か
を

加
以

加

之

、

さ
ら
に
は
、

し
か
の
み
に
あ
ら
ず

曙
嶺
移
雲

松
掛
羅
而
傾
蓋

曙

の
嶺
に
雲
を
移
し
、
松
は

羅

を
掛
け
て

蓋

を
傾
け
、

明
け
方
の
峰
に
は
雲
が
た
な
び
き
、
松
は
薄
物
を
纏
っ
て
傘
を

あ
け
ぼ
の

う
す
も
の

き
ぬ
が
さ

差
し
掛
け
た
よ
う
で
あ
り
、

夕
岫
結
霧

鳥
封
縠
而
迷
林

夕

の
岫
に
霧
を
結
び
、
鳥
は

縠

に
封
さ
れ
て
林
に
迷
ふ
。

夕
方
の
山
の
洞
か
ら
は
霧
が
湧
き
立
ち
、
鳥
は
霧
の
帳
に
閉
じ

ゆ
ふ
べ

く
き

う
す
ぎ
ぬ

と
ざ

ま
と

込
め
ら
れ
て
林
の
中
を
飛
び
迷
う
。

庭
舞
新
蝶

庭
に
は
舞
ふ
新
蝶
あ
り
、

庭
に
は
春
に
生
ま
れ
た
蝶
が
舞
い
、

し
ん

て
ふ

空
帰
故
雁

空
に
は
帰
る
故
雁
あ
り
。

空
に
は
去
年
の
秋
に
来
た
雁
が
帰
っ
て
ゆ
く
。

於
是

こ
こ
に
、

こ
こ
に
、

蓋
天
坐
地

天
を

蓋

と
し
地
を

坐

と
し
、

天
空
を
傘
と
し
、
大
地
を
敷
物
と
し
て
く
つ
ろ
ぎ
、

き
ぬ
が
さ

し
き
ゐ

促
膝
飛
觴

膝
を

促

け

觴

を
飛
ば
す
。

膝
を
寄
せ
合
っ
て
、
盃
を
巡
ら
せ
る
。

ち
か
づ

さ
か
づ
き

忘
言
一
室
之
裏

言
を
一
室
の
裏
に
忘
れ
、

一
堂
に
会
し
て
、
内
に
は
言
葉
も
不
要
な
ほ
ど
に
打
ち
解
け
、

こ
と

う
ち

開
衿
煙
霞
之
外

衿

を
煙
霞
の
外
に
開
く
。

外
に
は
良
い
景
色
に
向
か
っ
て
襟
を
く
つ
ろ
げ
る
。

こ
ろ
も
の
く
び

え
ん

か

ほ
か

淡
然
自
放

淡
然
と
し
て

自

ら

放

に
し
、

心
は
淡
々
と
し
て
自
由
で
あ
り
、

た
ん
ぜ
ん

み
づ
か

ほ
し
き
ま
ま

快
然
自
足

快

然
と
し
て

自

ら
足
る
。

気
分
は
快
く
満
ち
足
り
て
い
る
。

く
わ
い
ぜ
ん

み
づ
か

た

若
非
翰
苑

何
以
攄
情

若
し
翰
苑
に
非
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
か

情

を
攄
べ
む
。

文
筆
以
外
の
何
に
よ
っ
て
こ
の
思
い
を
述
べ
尽
く
せ
よ
う
か
。

も

か
ん
ゑ
ん

あ
ら

も
ち

こ
こ
ろ

の

詩
紀
落
梅
之
篇

詩
に
落
梅
の
篇
を
紀
す
。

昔
の
中
国
に
は
落
梅
の
漢
詩
が
あ
る
。

し
る

古
今
夫
何
異
矣

古
今
そ
れ
何
ぞ
異
な
ら
む
。

昔
と
今
と
、
中
国
と
日
本
と
、
何
の
違
い
が
あ
ろ
う
か
。

宜
賦
園
梅
聊
成
短
詠

宜
し
く
園
梅
を
賦
み
て
、

聊

か
に
短
詠
を
成
す
べ
し
。

さ
あ
、
こ
の
庭
園
の
梅
を
短
歌
に
よ
も
う
で
は
な
い
か
。

よ
ろ

ゑ
ん

ば
い

よ

い
さ
さ

た
ん
え
い


